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学校関係者評価結果



評価委員・事務局名簿

◆学校関係者評価会議概要

日時:6月26日(水) 18時～19時
場所:イデアITカレッジ阿蘇
形態:オンライン（Zoom）
進め方:令和5年度の自己評価結果を事前配布し、

当日は課題（C評価）を中心にご意見を頂いた。



当日資料:令和5年度の自己評価結果内容（事務局からの重点説明部分をラインマーク）



当日資料:令和5年度の自己評価結果内容（事務局からの重点説明部分をラインマーク）



評価委員からの主なご意見と、具体的なアクション案

学生支援学生募集運営教育理念全般

・学生が増えてきたときにサポートを
減らさない事が今後の課題。

・リソースが限られている中、日本人
学生の募集先は熊本に集中しては
どうか。

・学生が増えてきた
ときに今の陣容で対
応できるかは不安
要因。

ーー・自ら厳し目の評価となって
いるが、実際はもっと良い。
皆さん良くやられている。

乗口
（企業）

ー・就職実績をもっと訴求すべき。卒業
生やその採用企業にも協力を仰ぎ、
楽しく働いている姿を見せるべき。受
入れた企業として協力は惜しまない。

ー・留学生に比べ日本人学
生の社会経験が弱い。
⾧期インターンなど企業とし
ても協力したい。

ーー
内尾

（企業）

・カウンセラーは常駐でなければなら
ない。我校では全職員がカウンセリ
ング資格をとり、自信をもって相談
対応できるようになった。

・実践されている事が高校の先生や
保護者に伝わり切れていない。卒業
生や採用企業の声を含めてしっかり
伝える広報力が必要。
・学生は日本人と留学生で半分ずつ、
日本人の半分が熊本

ー・理念とそれを実践されている教育の中身はとても
良いので、世の中へ認知を広める部分を強化すべき。

ー

古川
（学校）

・スクールカウンセラーより常勤者の
レベルをあげていく事が良いと思う。
学生の変化を察知した早めのアク
ションがキー。
マンパワー的な限界は見定める必
要あり。

・新しいものから距離をとる高校の
先生は少なくない。夏季休暇などを
利用して、県外にもアプローチを広げ
てはどうか。
・IICAを応援してくれている地元の人
たちを巻き込んで、発信の輪を広げて
はどうか。

ー・IICAで実際に教えている経験を通じ、学校のコン
セプトや想い、カリキュラム、職員の活動は素らしいと
感じている。もっと多くの方に知って頂きたい。

ー

宮嵜
（学校）

・学生には笑顔で卒業して欲しい。
子供は海外の若者と触れ合う機会
から沢山の事を学び、意識も変わっ
た。

ーー・日本人学生の親として、
留学生から学ぶ事が多いと
感じる。
・日本人学生の意識を
駆り立てるような活動を
期待する。

ーー

成田
（保護者）

ご意見
委員

今年度より１か月程度の
企業研修やインターンの
実施。

今年度の学生募集に
卒業生や企業、地元住民を
巻き込む。

学生増に対応できる、学校
運営、学生サポート、カウンセ
リングの体制、しくみを検討する。

学生増に対応できる
学校運営、学生サポ
ート、カウンセリングの
体制、しくみ検討。

ご意見を受けての
具体的なアクション案
→次年度自己評価で結果フォロー


